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第２四半期連結業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

当社は、2021 年 12 月９日に公表した 2022 年 10 月期第２四半期累計期間（2021 年 11 月１日～2022

年４月 30 日）の連結業績予想と本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせい

たします。 

 

記 

 

１．2022年 10月期第２四半期累計期間の連結業績予想と実績値との差異 

（2021年 11月１日～2022年４月 30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 

28,624 

百万円 

3,196 

百万円 

2,923 

百万円 

2,009 

円 銭 

140.11 

実 績 値 （ Ｂ ）  25,083 3,319 3,104 2,132 148.72 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） ▲3,541 123 180 123  

増 減 率 （ ％ ） ▲12.4 3.9 6.2 6.1  

（ 参 考 ） 前 期 実 績 

（2021 年 10 月期第２四半期） 
19,669 2,167 2,029 1,380 93.70 

（注）１．１株当たり当期純利益は、新株予約権の行使による発行済株式の増加を加味しております。 

２．第１四半期連結会計期間より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準 29 号 2020 年３月 31 日）等を

適用しております。 

 

２．差異の理由 

当第２四半期累計期間では、利益につきましては、ホールセールにおける１棟販売での利益率向上

が寄与したことにより、前回発表予想を上回る結果となりました。一方で、売上高については、引き

続き新型コロナウイルス感染症等の要因により、リテールセールスにおける商談件数の減少が販売戸

数に影響し、前回発表予想を下回りました。 

なお、通期の連結業績予想につきましては、まん延防止措置等の解除により、リテールセールスの

商談件数増加や販路拡大等、復調の兆しが見られるものの、新型コロナウイルスの影響により引き続

き不透明な状況が続いていることから、前回予想を据え置いております。今後、修正が必要と判断し

た場合には、速やかに情報開示いたします。 

 

上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実勢の業績は、今後の様々

な要因によって予想と異なる可能性があります。 

以上 


